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は,価値や規範の自我-の内面化(-社会化socialization)とそれらの正当化
としての制度化(institutionalization)のメカニズムによって身動きのつかな
° ° ° ° ° ° ° °
いような役割(role)の概念に押し込まれる上に,他方,サンクション(sanction)









































ive Instrumental Object Manipulation」と呼ばれる. G次元(Goal
Gratification)は,本質的に,欲求充足的活動であり(社会体系では,主と
して共有目標達成のために系内の必要な資源を動員すること),一括して
































のであり, 「It (-対象へのuniversalisticな関係) gives way to a rela-
tion of particularism where the object is a goal object, to be pos-
sessed, consumed, enjoyed, or appreciated, and itヾ particular relation
to ego is the important thing. (筆者イタリック)」(9)と述べられているのが,
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° ° ° ° ° °
資源(resources)として配分(allocate)され,それを使う(invest)と同時に
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付.言己
「<貢献>とく享受>の概念」は最初, 1965年度の関西社会学会大会で発表
したが,本稿はそれをもとにして今回書き改めたものである.
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